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AIさんによると、対流圏の気温減率6.5k/km
放射収支のみで計算した気温減率0k/km
なので(c)は正しいとなっている、悩ましい問題

6.5k/km

0k/kmだと大きく
9.8k/kmだと小さく
になりますね

温度Toで混合比W1の空気が
湿球を通過すると気化熱を奪われて、飽和状態になり
温度はT2(湿球温度)に低下し、混合比はW2(飽和混合比)になる
湿球通過後の混合比W2はW1より大きく飽和混合比は
温度が高いほど大きくなるので飽和混合比W1の温度T1
より飽和混合比W2の温度T2の方が高温になるので(b)は正しい
温度変化に伴うエネルギーの変化量は定圧比熱をCpとすると
Cp(To-T2)になり
これは、混合比の増加量をΔW=W2-W1(蒸発した水蒸気量)
蒸発の潜熱Lとすると
LΔW(エネルギーの変化量)と等しいので
LΔW＝Cp(To-T2)となるので
(c)は正しい
仮温度Tvは気温T、混合比q(kg/kg)として
Tv=T(1+0.61q)の式であらわされるので常にTより高くなる
T1はToより低い温度になるので(a)は間違いになる
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高さが同じ気柱の混合比が同じなら、平均気温が低い方の気柱のほうが重くなる
高さが同じ気柱の平均気温が同じなら、混合比が小さい方の気柱のほうが重くなる
A、B、C点の気柱の重さ(分圧)はAが最大、Cが最小になり、各地点の地上気圧は同じ
なので、高度1000mの気圧はAが最小、Cが最大になる

昇華とライミングは異なる過程です。
昇華は、物質が固体から液体を経ずに直接気体になる現象です。
大気中の水蒸気が直接氷晶に変わるとき、昇華が起こります。
これが氷晶や雪の形成の一環として見られます。
一方、ライミングは過冷却の水滴が氷晶や他の冷たい表面に衝突し、
凍結して固体になる過程です。これは霰や着氷を形成する主なメカニズムです。
つまり、昇華は氷晶の初期形成に関与し、ライミングはその後の成長や他の
氷粒子の生成に関与するのです。この2つのプロセスが協力し、
複雑で多様な氷の形態を作り出します
昇華で氷晶、雪が生成され
ライミングでは霰(あられ)、雹(ひょう)が生成される
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地球は角速度
Ω=7.292×10−5 rad/s
で自転しています。
この自転のために、地球上の流体
(空気・海水)は
回転系に置かれた流体としての“渦度” 
を持ちます。
その渦度が 惑星渦度(planetary vorticity)で、
f＝2Ωsinφ
φ：緯度
f：コリオリパラメータ(惑星渦度)
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熱帯低気圧(台風)は“暖気核”で、強い対流により圏界面を押し上げるため、
■ 圏界面が高くなる。(非常に高い15～17km以上)
・潜熱放出による強い加熱
・深い対流(積乱雲)が発達
・暖気核が形成される
・上昇流が強く、圏界面を押し上げる
温帯低気圧の圏界面は低い
温帯低気圧は、上空に寒気、下層に暖気という寒気核の構造
寒気核は圏界面が下がる方向に働く
■ 圏界面の高さ：低い(8〜10 km 程度)
・深い対流が弱い(積乱雲が中心ではない)
・斜昇流が主体で、鉛直方向の上昇が弱い
・寒気核構造で上空が冷たい
・圏界面は低く押し下げられる

ダウンバースト
✔ 発生の仕組み
・積乱雲内で雨滴が蒸発 → 空気が冷えて重くなる
・冷気が急降下し、地面に衝突
・衝突後、四方に強風が広がる
✔ 特徴
・非常に局地的(数百 m〜数 km)
・風速 20〜40 m/s 以上になることも
・航空機にとって極めて危険(ウインドシア)
ガストフロント
ダウンバーストが地面にぶつかると、冷たい空気が地表を 水平方向に広がる。
その“冷気の先端”が ガストフロント。
✔ 特徴
・広い範囲(数 km〜数十 km)
・風向が急変
・気温が急降下(5〜10℃下がることも)
・気圧が上昇
・雷雨の前触れとして現れる
アーチ雲(shelf cloud)を伴うことが多い
✔ 役割
ガストフロントは暖かい湿った空気を持ち上げるため、
新しい積乱雲を発生させる“引き金” になることもある。
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市町村災害対策本部は「役場に置く本部」災害対策基本法の本部
市町村現地災害対策本部は「現場に置く前線指揮所」災害対策基本法の現地組織
役割が異なるが、災害対応では密接に連携して動く
市町村災害対策本部＝司令塔  
市町村現地災害対策本部＝前線基地

災害対策基本法 第54条での通報先は「市町村長」
・住民などが「異常な現象」を発見したときの通報義務
　　地割れ/斜面の亀裂/河川の異常な濁り/山鳴り/地盤沈下など
気象業務法 第15条での通報先は「警察官・海上保安官・気象台長」
・気象観測者などが「異常な現象」を発見したときの通報義務
　   気象に関する異常現象(竜巻・突風・異常波浪など)

災害対策基本法の通報先は市町村長になっている
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